
取り付け・配線などに
保安部品を絶対に使わない

車の保安部品（ステアリング、ブ
レーキ系統やタンクなど）のボルト
やナットを使用すると、制動不能
や発火、事故の原因になります。

配線・取り付け作業中は、
必ずバッテリーの-端子をはずす

バッテリーの-端子をつないだ
まま配線・取り付け作業をする
と、ショート事故による感電や
けがの原因になります。

分解・修理、および改造をしない

分解・修理、改造、コードの被覆
を切って他の機器の電源を取るの
は絶対におやめください。火災や
感電、事故の原因になります。

取り付け・配線後は、車の電装品が
正常に動作することを確かめる

車の電装品（ブレーキ、ライト、
ホーン、ハザード、ウインカーなど）
が正常に動作しない状態で使用す
ると、火災や感電、事故の原因に
なります。

コード類は、運転や乗り降りの
妨げにならないように引き回す

ステアリング・シフトレバー・ブ
レーキペダル・足などに巻き付か
ないように引き回し、まとめたり
固定しておくなどしてください。
事故やけがの原因になります。

注意�

車載用以外には使用しない

車載用以外（例えばレジャーボート
やアウトドアなど）に使用すると、
発煙・発火、感電やけが、故障の
原因になる場合があります。

ディスク挿入口に手や指を入れない

手や指を挟まれるなど、けがの
原因になることがあります。
特に、乳幼児にご注意ください。

配線・取り付け/取りはずしは、
専門技術者に依頼する

配線・取り付け/取りはずしには、
専門技術と経験が必要です。
安全のため、必ずお買い上げの販
売店にご依頼ください。

コードを破損しない

傷つける、無理に引っ張る、折り
曲げる、ねじる、加工する、重い
ものをのせる、熱器具へ近づける、
車の高温部に接触させるなどしな
いでください。断線やショートに
より、火災や感電、事故の原因に
なることがあります。

● 車体やねじ・可動部（シート
レールなど）へ挟み込まない
ように、引き回してください。

● ドライバーなどの先で押し込
まないでください。

必ず付属品や指定の部品を使用する
指定以外の部品を使用すると、
機器の内部を損傷したり、しっ
かりと固定できずにはずれるな
ど、事故や故障、火災の原因に
なることがあります。

使用しないコードの先端などは、
絶縁する

被覆がない部分が車の金属部に接
触しないように、テープなどで絶
縁してください。ショートにより
火災や感電の原因になります。

配線・取り付けに関するご注意

注意�
ご使用に関するご注意
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